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（10/24　広島市JAビル）

　
広
酪
も
加
わ
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
広
島
、

広
島
県
農
協
農
政
協
議
会
主
催
の
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
か
ら
食
と
農
・
く
ら
し
と
地
域
を

守
る
広
島
県
集
会
・
市
内
パ
レ
ー
ド
」に

藤
岡
辰
彦
委
員
長（
県
酪
政
連
）と
上
野

千
里
会
長（
県
酪
農
協
会
）、
広
酪
役
職

員
を
含
め
た
二
十
七
名
全
員
が
、
広
酪

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
ト
レ
ー
ナ
ー

に
身
を
包
み
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固

反
対
の
強
い
意
気
込
み
を
も
っ
て
参
加

し
た
。

　
集
会
は
、
二
十
団
体
を
超
え
る
広
島

県
医
師
会
を
は
じ
め
農
業
関
係
団
体
や

T
P
P
交
渉
反
対
を
求
め
る
広
島
県
選

出
の
衆
参
両
国
会
議
員
、
T
P
P
交
渉

反
対
・
慎
重
の
意
見
書
を
採
択
し
た
県
・

市
町
の
議
員
ら
の
賛
同
を
得
て
開
催
。

そ
の
関
係
者
を
含
め
、
県
内
Ｊ
Ａ
や
一

般
消
費
者
ら
約
五
百
名
が
参
加
し
、
集

会
後
は
市
内
パ
レ
ー
ド
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対

を
訴
え
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対

Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対

ＴＰＰは農業と経済だけの問題じゃない！
現代の「農民一揆」酪農を守れ！！
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■
最
後
の
砦と

り
で
を
守
る
た
め
、

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
姿
勢
を
貫
く
！

J
A
広
島
中
央
会
・
村
上
光
雄
会
長

　
「
十
一
月
十
二
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て

行
わ
れ
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
に
向
け
て
、

野
田
首
相
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
前
の
め
り
な
発

言
が
目
立
っ
て
き
た
。
我
々
は
今
ま
で
Ｆ
Ｔ

Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
自
由
貿
易
を
容
認
し
協
力

し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
食
糧
自
給
率
は

四
十
％
を
割
り
、
農
業
の
担
い
手
も
い
な
く

な
っ
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
我
々
に
と
っ
て
最
後
の

砦
で
、
そ
れ
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
当
に
国
土
を
守
れ
る
の
は
農
林
水
産
漁
業

者
で
あ
る
」と
、
最
後
ま
で
闘
う
姿
勢
と
強

い
意
志
表
明
を
宣
言
し
た
。

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
オ
バ
マ
大
統
領
へ
の

　

お
土
産
だ
！

河
合
克
行
衆
議
院
議
員

　
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
合
意
が
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会

議
の
オ
バ
マ
大
統
領
へ
の
お
土
産
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
況
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と

い
う
難
し
い
交
渉
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。

お
金
は
あ
っ
て
も
農
産
物
を
売
っ
て
く
れ
な

い
、
そ
ん
な
時
代
が
来
た
時
に
後
悔
し
て
も

遅
す
ぎ
る
」と
、
政
府
へ
の
憤
り
と
覚
悟
を

示
し
た
。

■
T
P
P
参
加
で
酪
農
は
壊
滅
。

　

�

得
ら
れ
る
の
は
経
済
成
長
で
は

な
く
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル

J
A
広
島
中
央
会
　
坂
本
和
博
専
務

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
日
本
農
業
は
農
林
水
産
物

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
そ
の
多
く
が
外
国

産
に
置
き
換
わ
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　

特
に
酪
農
に
関
し
て
は
、
国
内
産
の
乳
製

品
が
外
国
産
に
置
き
換
わ
る
こ
と
で
輸
入
乳

製
品
が
増
加
し
、
北
海
道
産
生
乳
が
本
土
に

流
れ
込
み
、
広
島
の
酪
農
は
消
滅
す
る
と
試

算
。
ま
た
、
残
留
農
薬
の
基
準
値
の
緩
和
に

よ
る
食
の
安
全
性
の
問
題
や
関
税
撤
廃
に
よ

る
安
価
な
製
品
の
大
量
輸
入
が
日
本
の
デ
フ

レ
を
加
速
さ
せ
る
。
よ
っ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

に
よ
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
は
、

経
済
成
長
で
は
な
く
、
日
本
経
済
の
更
な
る

悪
化
で
あ
る
」と
情
勢
を
報
告
し
た
。

（
参
考
）広
島
県
の
酪
農
に
関
す
る
乳
用
牛
の

生
産
額
減
少
率
は
百
％
。
生
産
減
少
額
は

七
十
二
億
円
。
そ
の
理
由
は
輸
入
乳
製
品
の

増
加
に
よ
り
、
行
き
場
を
失
っ
た
北
海
道
の

生
乳
が
飲
用
に
供
給
さ
れ
、
他
の
都
道
府
県

の
生
乳
は
消
滅
。（
Ｊ
Ａ
広
島
中
央
会
試
算
）

（主催者と賛同団体の代表者ら）

特
集 反対活動
TPP

（会場を埋めつくす反対集会）
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生
産
者
を
代
表
し
て
力
強
い

意
見
表
明

　

中
村
幸
司
Ｊ
Ａ
広
島
農
青
連
副
委
員
長

（
左
）と
、
川
ノ
上
千
恵
女
性
部
長（
右
）が
、

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
平
成
の
開
国
と
い
っ
た
綺
麗
ご

と
で
は
な
い
。日
本
の
農
と
は
生
業
で
あ
り
、

国
土
・
文
化
を
守
る
も
の
で
あ
る
。
肥
沃（
ひ

よ
く
）な
大
地
を
守
る
た
め
に
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加
は
絶
対
反
対
で
あ
る
」と
力
強
く
訴

え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
に
関
す
る
特
別

決
議
が
採
択
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
沸
き
あ
が
っ
た

市
内
パ
レ
ー
ド
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の

参
加
反
対
を
強
く
県
民
に
訴
え
る

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
の
市
内
パ
レ
ー
ド

は
五
つ
の
梯
団
を
編
成
し
、
Ｊ
Ａ
ビ
ル（
大

手
町
）か
ら
本
通
り
商
店
街
、
ア
リ
ス
ガ
ー

デ
ン
ま
で
の
約
一
・
六
㎞
を
四
十
分
程
度
か

け
て
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
叫
び
な
が
ら

行
っ
た
。

　

広
酪
は
第
二
梯
団
の
先
頭
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対

署
名
の
神み
こ
し輿
を
担
ぎ
、
横
断
幕
、
プ
ラ
カ
ー

ド
、
手
作
り
の
か
か
し
を
振
り
か
ざ
し
、
大

声
を
張
り
上
げ
、
Ｊ
Ａ
広
島
中
央
会
山
下

コ
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
に

呼
応
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
今
日
に
至
っ
て

も
政
府
か
ら
の
情
報
開
示
も
国
民
的
論
議

も
不
十
分
な
ま
ま
、
一
方
的
な
議
論
が

展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
遺
憾
で
あ
り
、

我
々
は
将
来
に
対
す
る
大
き
な
不
安
と
危

惧
を
抱
い
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
こ
れ
ま
で
我
が
国
が
諸
外

国
・
地
域
と
締
結
し
て
き
た
自
由
貿
易
協

定（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）や
経
済
連
携
協
定（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

と
は
全
く
異
な
り
、
関
税
撤
廃
の
例
外
措

置
を
一
切
認
め
ず
、
ま
た
、
医
療
、
保
険
、

食
品
安
全
性
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
関
す

る
国
内
の
仕
組
み
・
基
準
の
変
更
を
強
制

す
る
も
の
で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
締
結
さ
れ

れ
ば
、
農
林
水
産
業
を
は
じ
め
地
域
の
経

済
・
社
会
が
崩
壊
す
る
だ
け
で
な
く
、我
々

の
暮
ら
し
が
一
変
し
て
し
ま
う
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
我
が
国
の
食
糧
自
給
率
の

向
上
ど
こ
ろ
か
、
農
林
水
産
業
を
含
む
地

域
経
済
・
社
会
の
崩
壊
を
招
く
恐
れ
が
あ

り
、
か
つ
医
療
・
保
険
・
雇
用
・
食
品
安

全
性
な
ど
我
が
国
の
基
準
・
制
度
の
変
更

な
ど
、
国
の
か
た
ち
を
一
変
さ
せ
る
も
の

で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
へ
は
断
固
反

対
す
る
。

　

ま
た
、
国
民
が
望
む
、
安
全
・
安
心
な

食
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
安
定
供
給
、
持
続

可
能
な
農
林
水
産
業
の
振
興
、地
域
経
済
、

社
会
、
雇
用
の
安
定
、
環
境
保
全
等
に
向

け
た
施
策
の
確
立
を
求
め
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
四
日

Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
食
と
農
・
く
ら
し
と
地
域
を

守
る
広
島
県
集
会

■
採
決
さ
れ
た
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
に
関
す
る
特
別
決
議
」

地
域
経
済
は

崩
壊
す
る
ぞ
ー

我
が
国
の

食
と
農
を
守
れ
ー
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本道り商店街を拳を振り上げて進むデモ隊　先頭は中山課長（左）、寺道所長（右）

広島市内を
列を成して進むデモ隊

全
国
各
地
で
の
ろ
し
を
上
げ
る

反
対
活
動

　

広
酪
で
は
Ｊ
Ａ
全
中
主
催
の
去
る
十
月

二
十
六
日
の
三
千
人
規
模
集
会
、
同
じ
く

十
一
月
八
日
の
全
国
代
表
者
集
会
に
隅
屋
専

務
が
出
席
し
、
国
会
議
員
等
へ
の
要
請
を
含

め
た
反
対
活
動
を
行
っ
た
。
一
方
、
十
一
月

四
日
、
五
日
に
は
日
本
酪
農
政
治
連
盟
の
緊

急
集
会
・
パ
レ
ー
ド
に
藤
岡
辰
彦
委
員
長（
県

酪
政
連
）と
森
田
康
博
総
務
管
理
課
主
事
が

参
加
し
反
対
を
訴
え
た
。

　

広
酪
で
は
こ
れ
ら
反
対
活
動
者
と
心
を
一

つ
に
し
て
運
動
を
展
開
す
る
目
的
で
、
役
職

員
は
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
」の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ト
レ
ー
ナ
ー
を
着
て
業
務
に
あ
た
り
、
来

客
者
な
ど
へ
の
理
解
醸
成
に
務
め
て
い
る
。

特
集 反対活動
TPP

STOP  TPP で心を一つに朝礼に望む

今
回
の
行
動
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
一
斉
に
取
り
上

げ
ら
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
議
論
が
深
ま
る
中
、
多
く
の
県
民
の
目
に
留
ま
り
、
そ

し
て
、
意
識
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

政
府
が
進
め
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
の
議
論
。
そ
の
議
論
が
政
府
内
で
も
交

渉
中
の
離
脱
な
ど
意
見
統
一
が
図
ら
れ
ず
、
国
民
へ
の
理
解
の
無
い
ま
ま
首

相
は
十
一
日
夜
、「
T
P
P
交
渉
参
加
に
向
け
て
関
係
国
と
の
協
議
に
入
る
」

と
あ
い
ま
い
な
表
現
で
、
交
渉
参
加
の
拙
速
な
判
断
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
業
以
外
に
医
療
や
保
険
・
雇
用
な
ど
多
分
野
に
影
響
を
及
ぼ

し
、「
農
業
VS
経
済
」だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
影
響
を
与

え
、
食
料
自
給
率
は
現
状
三
十
九
％
か
ら
十
三
％
ま
で
に
押
し
下
げ
ら
れ
、

自
ら
の
食
糧
、
生
活
を
も
危
険
に
さ
ら
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
集
会
に
は
、
農
業
関
係
者
だ
け
な
く
、
医
療
関
係
団
体
の
賛
同
を

得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
徐
々
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
理
解
醸
成
に
対
し
て
、

多
く
の
方
々
か
ら
こ
う
し
た
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
の
理
解
と
国
民

議
論
が
必
要
と
考
え
ま
す
。


